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新潟 RC 6 月第 1 例会・書面例会 (2020.6.2) №３３２２ 

 

 

(1) 山田 隆一会長挨拶 

新潟ロータリークラブ会員の皆様 

こんにちは。 

第四回目の書面例会となります。 

皆様、いかがお過ごしでしょうか…。 

 

さて、政府は２５日、緊急事態宣言を全国、全面解除しまし

た。 

７週間ぶりの全面解除となります。 

少しずつ「新たな日常」が始まろうとしています。 

 

新潟ロータリークラブも、本日6月2日（火）、「現・次年度委

員長によるアッセンブリー」を開催します。主な内容は①新

年度高橋秀松会長の指針説明 ②各委員会の引き継ぎで、

この時期恒例の会議となります。 

新潟クラブ例会も、先週の書面例会でお伝えした通り、来

週６月９日（火）より「通常に近い形式」での例会を実施しま

す。 

 

今後ロータリーの活動も新年度に向け、コロナ対応でいろ

いろ模索しながらも徐々に機能して行きます。 

会員皆様も、生活やお仕事で、コロナに対応しながら、お

身体に気を付けてお過ごし下さい。 

来週、無理をなさらず、参加出来る皆さんと例会でお会い

出来るのを楽しみにしております。 

（この原稿は 5 月 29 日に作成しています） 

 

 

 

(2) ニコニコボックス紹介（5/26以降受付） 

・佐藤 善昭君 結婚記念日のお花ありがとうございました。

自宅のベランダでたくさんの花をつけています。 

 

(3) 幹事報告（秋山 博一） 

・ロータリーレートが６月１日より１ドル１０８円に変更になり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 
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国際ロータリー 
2019-20 年度テーマ 

ロータリーは世界をつなぐ 



 

『ロータリーの主役は誰か』 

 
2510 地区 PDG 塚原房樹（札幌東RC） 

 
イタリア・モンツァ市の市議会は，金魚を丸いガラス鉢で飼うことを禁じました。金魚鉢の側面が曲がって

いて金魚には外界が歪んで見えるから，そんなところに入れておくのは残酷である，というのが提案の主旨

です。ロータリー運動は金魚鉢の中の運動ではない、外界の変化と連動していいなければなりません。 
しかし、我々は、金魚鉢の中の金魚のように限られた非日常の世界から、自分を中心にロータリーの世界を

見てきたのではないでしょうか。非営利組織となった現在のロータリーの大きな変化についてゆけず戸惑っ

ているような気がします。思い切って金魚鉢の外へ出て、国際ロータリーとロータリークラブの構造変化を

見てみましょう。 
《国際ロータリーの誕生》 
国際ロータリー(以後RI)は、シカゴクラブ内の喧嘩の火種を取り除くために 1910 年に全米ロータリー連合

会として生まれました。シカゴクラブの喧嘩の種とは「奉仕哲学の追求」と「ロータリーの拡大」にありま

した。この二つはクラブには、荷が重すぎて、内紛が起こりシカゴクラブは分裂の危機にありました。その

危機を避けるためにチェスリー・ペリーは、RI を立ち上げ喧嘩の火種であった「奉仕哲学の追求」と「拡

大」の二つを RI に委託しました。RI はロータリークラブから委託されたことを行うための受託機関であ

り、連絡調整でした。 
《主人公からパートナーへ》 
しかしロータリーは先回、書いたように非営利組織となりました。非営利組織になったロータリーにとって

第一に問われるものは、「われわれの使命・ミッションは何か」ということです。組織とは必ず何らかの目

的があって生まれます。ミッションとは組織の「存在理由」です。かつて、ロータリークラブの委託機関で

あった RI は、今やミッション達成のために戦略を考え抜くためのヘッドクォーター・本部となりました。

そしてミッション達成に欠かせない二種類のお客(クライアント)を持つようになりました。 
第一のお客はロータリアンの活動によって生活が改善される人々です。ミッションは非営利組織の究極の行

動目的であり、使命を達成させるためには、それを必要としている外部の人たちの存在があればこそで、組

織外の人たちが第一に必要なのです。もう一方の第二のお客は資金を提供してくれる組織内のパートナーと

してのロータリアンです。パートナーは組織の活動に参加することで満足感や達成感を味わいたいと思って

いる人達です。 
そのロータリアン達は組織が提供するものに「ノー」と言える人たちです。気に入らないことがあればさっ

さとやめてしまえる人たちです。特に非営利組織は自発性を基礎としています。そのため、パートナーが満

足しなければ成果を上げることはできません。パートナーとしてのロータリアンは大事なお客です。そのた

め、非営利組織のマネジメントにあってはつい、内部の組織の論理を優先したくなります。 しかし RI は
「パートナーとしてのロータリアンを外部の活動対象としてのお客と同一視したくなるのは人情ですが、ミ

ッションを達成させるためには、その焦点はあくまでも活動対象としての第一の顧客に絞らなければならな

い」と、くぎを刺 
します。 
ロータリアンは、かつて RI の主人公でした。RI のクラブに対する直接監督権は、職業分類と例会出席の

わずか二つでした。例会は、異業種の会員と切磋琢磨して己の限界を知り、自分の職業への転機を見出す場

所でした。職業奉仕はロータリーの「目的」に明記されており、RI の指導指針でした。 
ロータリーが非営利組織となった今、先人の知恵が開発した優れたロータリー哲学は希薄になり、ロータリ

アンは自発的に寄付をするRI の第二のパートナーとなりました。 
《金魚鉢の世界》 
「金魚鉢の中に生きている」金魚にとっては，その世界は，何の不都合もなく，生活の一部であり，整合的

で理論化が可能なものです。金魚が見ているロータリーの世界は、今、私たちが見ているロータリーの世界

とは違うと云いましたが，金魚の見ている世界が今の世界より本質的に劣っていると断言できるのでしょう

か？非営利組織となったロータリーにとっては、職業奉仕は、もはや過去の歴史的遺物となってしまったの

でしょうか。ドイツの文化相は、コロナウイルスにアートが蝕まれていく中で、『芸術は人類の生命維持装

置である』という発言をしました。私は、どのようにロータリーが変わろうとも、『職業奉仕はロータリー

の生命維持装置である』と信じています。折を見て職業奉仕の是非に触れてみたいと思います。 
（2020 年 4 月 27 日） 


